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張  

堂　

興（
興
　
志
）昭

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
天
台
の
五
時
八
教
判
に
お
い
て
、
華
厳
か
ら
法
華
涅
槃
ま
で
の
段
階
的

な
五
時
の
次
第
を
「
別
の
五
時
」
と
称
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
五
時
の
一
々

に
五
時
あ
り
、
と
す
る
「
通
の
五
時
」
に
つ
い
て
は
、
一
往
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し

て
、
天
台
教
判
の
依
っ
て
立
つ
根
拠
は
あ
く
ま
で
も
『
法
華
経
』
な
の
で
あ
り
、
通

別
の
五
時
に
於
い
て
は
、「
別
の
五
時
」
を
以
っ
て
正
意
と
す
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
、

と
見
做
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

し
か
し
関
口
真
大
氏
は
、
天
台
教
相
論
に
つ
い
て
、

南
三
北
七
の
教
判
論
の
内
の
一
種
で
あ
る
一
音
教
の
思
想
が
、
特
に
そ
の

精
神
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
か
に
観
取
さ
れ
る
。
一
音
教
の
教
判
と
い
う

の
は
、
経
典
が
い
か
に
多
種
多
様
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
一
音
即
ち
一
仏

の
所
説
な
の
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
そ
の
間
に
優
劣
を
論
ず
る
こ
と
を
否
定

し
た
思
想
で
あ
る
。

と
、
述
べ
て
い
る（

（
（

。

『
法
華
玄
義
』（
以
下
『
玄
義
』）
十
巻
教
相
で
は
、
南
三
北
七
の
教
判
論
の
一
々

に
つ
い
て
肯
定
的
に
自
己
の
教
判
に
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
、
批
判
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
一
音
教
に
つ
い
て
は
、

次
難
二

一
音
教
一

者
、
但
言
三

一
大
乘
無
二

三
差
別
一

者
、
祇
是
實
智
、
不
レ

見
二

權
智
一
。
若
但
大
乘
者
、
法
華
何
故
、
云
下
我
若
讚
二
佛
乘
一
、
衆
生
沒
二
在
苦
一
、

破
レ
法
不
レ
信
故
、
墜
二
於
三
惡
道
一
。
尋
時
思
二
方
便
一
、
諸
佛
皆
歡
喜
上
。
故
知
、

非
二

獨
一
大
乘
教
一
。
若
純
是
一
乘
、
亦
應
二

純
長
者
身
一
。
既
有
二

垢
衣
之
體

一
、
亦
有
二
大
小
教
異
一
、
那
得
下
混
判
二
一
音
一
、
失
中
於
方
便
上
。
若
言
下
佛
常

説
二
一
乘
一
、
衆
生
見
上
レ
三
者
、
此
則
、
衆
生
能
化
、
佛
是
所
化
。
佛
既
是
能
化
。

應
三
能
説
二
三
乘
一
。
何
得
レ
用
二
一
乘
一
。
若
言
二
法
華
純
一
一
、
可
レ
爾
。
華
嚴

五
天
往
反
、
亦
爲
二
鈍
根
菩
薩
一
、
開
二
別
方
便
一
。
況
餘
經
耶
。
故
知
、
一
音

之
教
、
但
有
二
一
大
車
一
、
無
レ
有
二
僕
從
方
便
侍
衞
一
。
但
有
二
智
慧
波
羅
蜜
一
、

無
二
方
便
波
羅
蜜
一
云
云
。（
大
正
三
三
・
八
〇
五
ａ
～
ｂ
）

と
、
北
地
の
一
音
教
と
は
、
大
乗
と
小
乗
と
を
分
け
た
上
で
、
小
乗
を
捨
て
て
大
乗

の
み
を
一
音
教
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
─
五
九
七
・

以
下
、
智
顗
）
の
批
判
の
矛
先
が
あ
る
。
し
か
し
智
顗
は
、
一
音
教
そ
の
も
の
を
否

定
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
『
玄
義
』
だ
け
で
は
判
り
に
く
い
が
、
智
顗
の
教
判
の
根

底
に
は
、
関
口
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
一
音
教
が
深
く
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

智
顗
は
『
維
摩
経
』「
仏
国
品
」
の
、

佛
以
二
一
音
一
演
二
説
法
一
。
衆
生
隨
レ
類
各
得
レ
解
。

皆
謂
三
世
尊
同
二
其
語
一
。
斯
則
神
力
不
共
法
。

佛
以
二
一
音
一
演
二
説
法
一
。
衆
生
各
各
隨
レ
所
レ
解
。

普
得
二
受
行
一
獲
二
其
利
一
。
斯
則
神
力
不
共
法
。

佛
以
二
一
音
一
演
二
説
法
一
。
或
有
二
恐
畏
一
或
歡
喜
。

或
生
二
厭
離
一
或
斷
レ
疑
。
斯
則
神
力
不
共
法
。　
　
　
（
大
正
一
四
・
五
三
八
ａ
）

と
い
う
六
行
の
偈
文
に
つ
い
て
『
維
摩
経
文
疏
』（
以
下
『
文
疏（

（
（

』）
で
、
仏
の
身
口

意
三
密
の
う
ち
、
口
密
を
明
か
す
段
で
あ
る
と
指
摘
し
、
最
初
の
二
行
の
偈
に
つ
い

て
は
、此

是
歎
二
佛
口
密 
一
。
…
…
（
略
）
…
…
初
兩
行
、
即
是
辭
辯
法
辯
。
同
二

一
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其
語
一
、
即
辭
辯
。
各
得
レ
解
、
即
歎
二
法
辯
一
。
辭
辯
者
、
一
切
衆
生
殊
方

異
類
不
同
、
言
音
各
異
。
如
來
能
同
二
其
類
音
一
。
故

知
二
是
辭
辯
一
也
。
法
辯
者
、
是
一
切
諸
法
名
字
差
別
、
種
種
不
レ
一
。
雖
二
是

一
物
一
、
而
名
字
各
異
。
一
切
名
字
不
同
、
各
有
レ
所
レ
召
。
得
二
法
辯
一
者
、
皆

識
二

異
類
語
法
一
。
以
レ

同
二

其
語
音
一
、
故
即
辭
辯
、
同
二

其
語
下
之
法
一

令
レ

得
レ
解
、
即
法
辯
也
。
佛
以
二
一
音
一
、
而
辭
法
異
レ
趣
、
用
二
二
辯
一
應
レ
物
者
、

是
口
密
也
。
…
…
（
略
）
…
…
而
令
二
異
類
得
一
レ
解
者
、即
是
非
レ
辭
而
現
レ
辭
、

非
レ
法
而
説
二
種
種
名
字
之
法
一
、
口
密
之
力
也
。

と
、
四
無
礙
弁
の
う
ち
の
辞
弁
、
法
弁
を
明
か
し
、
次
の
二
行
に
つ
い
て
は
、

此
兩
行
是
、
二
歎
二
義
辯
一
。
一
音
説
法
受
行
、
獲
レ
利
即
是
、
尋
レ
言
求
レ
旨
。

得
二
言
下
所
以
一
。
所
以
即
是
義
也
。
如
來
本
無
二
句
義
一
、
豈
有
二
義
辯
一
。
而

能
爲
二
衆
生
一
分
二
別
一
切
句
義
一
者
、
此
口
密
也
。

と
、
義
弁
を
明
か
す
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
二
行
に
つ
い
て
、

此
兩
行
偈
、
是
三
歎
二
樂
説
辯
一
也
。
或
恐
畏
或
歡
喜
者
、
即
樂
説
辯
也
。
旋
轉

無
レ
窮
。衆
皆
樂
聞
。約
二
四
諦
逗
一
レ
機
、我
當
三
爲
説
二
怖
畏
之
事
一
。三
界
皆
苦
。

苦
故
生
レ
怖
。
苦
諦
也
。
樂
二
求
涅
槃
一
、即
歡
喜
滅
諦
也
。
厭
離
者
、諸
苦
所
因
、

貪
欲
爲
レ
本
。
即
集
諦
也
。
斷
疑
即
道
諦
也
。
又
約
二
悉
檀
一
者
、三
界
苦
可
レ
畏
、

即
世
界
悉
檀
也
。
歡
喜
即
爲
人
、令
レ
生
二
善
根
一
故
歡
喜
。
厭
離
是
厭
二
煩
惱
一
、

即
對
治
。
藥
病
相
對
也
。
斷
疑
即
見
諦
道
是
第
一
義
。
一
音
之
演
、
其
力
如
レ

是
。
如
來
本
非
二
四
諦
一
、非
二
四
悉
檀
一
、而
能
以
二
四
諦
四
悉
檀
一
、善
巧
利
益
。

即
是
口
密
也
。

と
あ
り
、
楽
説
弁
を
明
か
し
て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
全
て
如
来
の
一
音
よ
り
発

せ
ら
れ
る
口
密
の
働
き
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。
ま
た
大
本
『
四
教
義
』
に
は
、
こ
の

一
音
説
法
に
関
連
し
て
、

佛
以
二
一
音
一
演
二
説
法
一
。
衆
生
隨
レ
類
、
各
得
レ
解
。
隨
類
異
解
者
、
即
是
四

教
不
同
之
相
也
。（
大
正
四
六
・
七
二
三
ａ
～
七
二
四
ｂ
）

と
い
う
。
つ
ま
り
機
類
の
側
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
音
の
説
法
に
四
教
が
具
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
後
す
る
が
同
じ
く
『
四
教
義
』
で
、

明
二
此
四
教
一
、
通
而
爲
レ
語
、
於
二
一
教
中
一
、
各
有
二
四
教
一
。

（
大
正
四
六
・
七
二
二
ｃ
）

と
ま
で
い
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
化
法
四
教
の
各
々
に
、
化
法
四
教
が
具
わ
る

こ
と
を
、「
通
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
明
か
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
智
顗
が
主
張
す
る
根
底
に
は
、智
顗
の
三
観
思
想
、特
に
『
文

疏
』巻
二
十
一
に
明
か
さ
れ
る「
通
相
三
観
」が
基
盤
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

一
別
相
三
觀
者
、
歴
別
觀
二

三
諦
一
。
若
從
假
入
空
、
但
得
レ

觀
レ

眞
、
尚
不
レ

得
レ
觀
レ
俗
。
豈
得
レ
觀
二
中
道
一
也
。
若
從
空
入
假
、
但
得
レ
觀
レ
俗
、
亦
未
レ
得

レ
觀
二
中
道
一
。
若
入
二
中
道
正
觀
一
、
方
得
三
雙
照
二
二
諦
一
。
…
…
（
略
）
…
…

二
通
相
三
觀
者
、
則
異
二
於
此
一
。
從
假
入
空
、
非
三
但
知
二
俗
假
是
空
一
、
眞
諦

中
道
、
亦
通
是
空
也
。
若
從
空
入
假
、
非
三
但
知
二
俗
假
是
假
一
、
眞
空
中
道
、

亦
通
是
假
。
若
入
二
中
道
正
觀
一
、
非
三
但
知
二
中
道
是
中
一
、
俗
眞
通
是
中
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卍
続
蔵
28
、
０
２
３
２
頁
下
）

と
、
各
一
観
毎
に
三
諦
を
融
ず
る
観
法
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

「
通
」
の
語
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
説
を
一
瞥
し
て
み
る
と
、概
論
書
等
に
し
ば
し
ば
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、

「
別
の
五
時
」
立
ち
の
『
法
華
経
』
優
位
を
強
調
す
る
天
台
教
相
論
の
理
解
に
つ
い

て
は
再
考
の
余
地
が
あ
り
、
筆
者
が
上
記
の
視
点
か
ら
天
台
大
師
の
教
学
に
つ
い
て

再
検
討
を
試
み
た
な
か
で
も
、「
秘
密
不
定
教
」
に
関
す
る
論
考
は
幸
い
に
し
て
一

定
の
評
価
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
秘
密
不
定
教
と
は
、
た
と
え
ば
諦
観
の
『
天
台
四

教
儀
』
に
、

第
三
祕
密
教
者
、
如
下
前
四
時
中
、
如
來
三
輪
不
思
議
故
、
或
爲
二
此
人
一
説
レ
頓
、

或
爲
二
彼
人
一
説
上
レ
漸
、
彼
此
互
不
二
相
知
一
、
能
令
レ
得
レ
益
。
故
言
二
祕
密
教
一
。

　
（
大
正
四
六
・
七
七
五
ｂ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
如
来
の
三
輪
不
可
思
議
相
に
落
着
さ
せ
る
解
説
に
終
始
す
る
き
ら

い
が
あ
り
、
既
刊
の
天
台
学
関
連
の
概
論
書
や
各
種
仏
教
辞
典
な
ど
も
そ
の
説
明
は

往
々
に
し
て
是
の
如
く
で
あ
り
、
こ
の
域
を
出
る
見
解
は
皆
無
で
あ
る
。

二
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『
法
華
玄
義
』
の
一
巻
教
相
で
は
秘
密
不
定
教
に
つ
い
て
、

如
來
於
レ
法
、得
二
最
自
在
一
。
若
智
若
機
若
時
若
處
、三
密
四
門
、無
レ
妨
無
レ
礙
。

此
座
説
レ
頓
、
十
方
説
レ
漸
、
説
二
不
定
一
。
頓
座
不
レ
聞
二
十
方
一
。
十
方
不
レ
聞

二

頓
座
一
。
或
十
方
説
レ

頓
、
説
二

不
定
一
、
此
座
説
レ

漸
。
各
各
不
二

相
知
聞
一
、

於
レ
此
是
顯
、
於
レ
彼
是
密
。
或
爲
二
一
人
一
、
説
レ
頓
、
或
爲
二
多
人
一
、
説
レ
漸
、

説
二
不
定
一
。
或
爲
二
一
人
一
、
説
レ
漸
、
爲
二
多
人
一
説
レ
頓
。
各
各
不
二
相
知
一
、

互
爲
二
顯
密
一
。
或
一
座
默
、
十
方
説
、
十
方
默
、
一
座
説
、
或
倶
默
、
倶
説
。

各
各
不
二
相
知
一
。
互
爲
二
顯
密
一
。
雖
二
復
如
一
レ
此
、
未
レ
盡
二
如
來
、
於
レ
法
自

在
之
力
一
。
但
可
二
智
知
一
。
不
レ
可
二
言
辨
一
。

（
大
正
三
三
・
六
八
三
ｃ
～
六
八
四
ａ
）

と
あ
る
か
ら
、
伝
統
的
理
解
の
萌
芽
が
智
顗
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
『
玄
義
』
所
説
の
秘
密
不
定
教
を
更
に
精
査
し
て
ゆ
く
と
、
そ
の
裏
に
あ
る

智
顗
の
真
意
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
伝
統
的
理
解
の
み
が
表

面
的
に
語
ら
れ
る
中
で
等
閑
視（

（
（

さ
れ
て
き
た
智
顗
の
「
秘
密
不
定
教
」
創
唱
の
真
意

に
つ
い
て
、
学
位
論
文
と
し
て
纏
め
る
過
程
に
お
い
て
加
筆
し
た
箇
所
も
含
め
、
改

め
て
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
筆
者
の
見
解
を
広
く
斯
界
に
問
う
て

み
た
い
。一　

秘
密
不
定
教
の
周
辺

智
顗
以
前
の
い
わ
ゆ
る「
南
三
北
七（

（
（

」の
諸
教
判
に
お
け
る
不
定
教
に
つ
い
て
、『
玄

義
』
十
巻
教
相
は
、

南
北
地
、
通
用
二
三
種
教
相
一
。
一
頓
、
二
漸
、
三
不
定
。
華
嚴
爲
レ
化
二
菩
薩
一
。

如
三
日
照
二
高
山
一
、
名
爲
二
頓
教
一
。
三
藏
爲
レ
化
二
小
乘
一
、
先
教
二
半
字
一
。
故

名
二
有
相
教
一
。
十
二
年
後
、
爲
二
大
乘
人
一
、
説
二
五
時
般
若
乃
至
常
住
一
、
名

二
無
相
教
一
。
此
等
倶
爲
二
漸
教
一
也
。
別
有
二
一
經
一
、
非
二
頓
漸
攝
一
、
而
明
二

佛
性
常
住
一
。
勝
鬘
光
明
等
是
也
。
此
名
二
偏
方
不
定
教
一
。
此
之
三
意
、
通
途

共
用
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
三
・
八
〇
一
ａ
）

と
あ
る
よ
う
に
「
偏
方
不
定
教
」
と
断
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
玄
義
』
一
巻
教
相
で

も
顕
露
不
定
教
を
明
か
す
な
か
で
、

大
經
云
。
或
時
説
レ
深
、
或
時
説
レ
淺
、
應
レ
問
即
遮
、
應
レ
遮
即
問
。
一
時
一

説
一
念
之
中
、備
有
二
不
定
一
。
不
レ
同
三
舊
義
專
判
二
一
部
一
。
味
味
中
悉
如
レ
此
。

此
乃
顯
露
不
定
。（
大
正
三
三
・
六
八
三
ｃ
）

と
あ
り
、
智
顗
は
『
涅
槃
経
』
を
根
拠
に
し
て
、
一
時
・
一
説
・
一
念
の
な
か
に
不

定
教
は
存
在
す
る
と
述
べ
、
旧
説
が
「
不
定
教
は
特
定
の
経
典
に
の
み
説
か
れ
る
」

と
判
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
秘
密
不
定
教
は
『
玄
義
』
十
巻
教
相
に
、

酪
中
殺
人
者
、
如
二

智
度
論
云
一
。
教
有
二

二
種
一
。
一
顯
露
教
、
二
祕
密
教
。

顯
露
者
、（
Ａ
）
初
轉
法
輪
、
五
比
丘
及
八
萬
諸
天
、
得
二
法
眼
淨
一
。（
Ｂ
）
若
三
祕

密
教
、
無
量
菩
薩
、
得
二
無
生
法
忍
一
。
此
是
、
毒
至
二
於
酪
一
、
而
能
殺
レ
人
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
三
・
八
〇
六
ｂ
）

と
あ
る
よ
う
に
「
酪
味
」、
つ
ま
り
阿
含
4

4

（
鹿
苑
、

4

）
時
で
、

4

扱
わ
れ

4

4

4

る4

こ
（
（
（

と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
因
み
に
こ
こ
で
は
『
涅
槃
経
』
巻
二
十
七
の
毒
発
喩
に
よ
っ

て
不
定
教
を
論
じ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
毒
発
喩
は
智
顗
が
秘
密
不

定
教
を
創
唱
す
る
上
で
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
『
玄
義
』
に
よ
れ
ば
、
阿
含
時
の
教
説
に
は
顕
露
不
定
教
と
、
秘
密

不
定
教
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
顕
露
不
定
教
の
相
と
は
波
線
部
（
Ａ
）
に

あ
る
「
初
転
法
輪
に
五
比
丘
お
よ
び
八
萬
の
諸
天
が
法
眼
浄
を
得
た
」
事
例
を
指
し

て
い
る
。
そ
し
て
秘
密
不
定
教
は
波
線
部
（
Ｂ
）
の
箇
所
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
次
に
引
用
す
る
『
大
智
度
論
』（
以
下
『
智
度
論
』）
巻
六
十
五
の
所
説
に
基

づ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

問
曰
。
初
説
法
、
令
二
人
得
一
レ
道
、
是
名
二
轉
法
輪
一
。
今
何
以
、
言
二
第
二
法

輪
轉
一
。
若
以
二
佛
説
一
、名
爲
二
轉
法
輪
一
者
、皆
是
法
輪
。
何
限
二
第
二
一
。
答
曰
。

初
説
法
、名
二
定
實
一
法
輪
一
、因
二
初
轉
一
乃
至
二
法
盡
一
、通
名
爲
レ
轉
。
是
諸
天
、

三



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

見
下

是
會
中
多
有
レ

人
、
發
二

無
上
道
一
、
得
中

無
生
法
忍
上
、
見
二

是
利
益
一

故
、

讚
言
二
第
二
轉
法
輪
一
。
初
轉
法
輪
、
八
萬
諸
天
、
得
二
無
生
法
忍
一
。
阿
若
憍

陳
如
一
人
得
二
初
道
一
。
今
無
量
諸
天
、
得
二
無
生
法
忍
一
。
是
故
、
説
二
第
二
法

輪
轉
一
。
今
轉
法
輪
、
似
レ
如
二
初
轉
一
。
問
曰
。
今
轉
法
輪
、
多
人
得
道
。
初

轉
法
輪
、
得
道
者
少
。
云
何
以
レ
大
喩
レ
小
。
答
曰
。
諸
佛
事
有
二
二
種
一
。
一

者
密
、
二
者
現
。（
Ｃ
）
初
轉
法
輪
、
聲
聞
人
見
三
八
萬
一
人
得
二
初
道
一
。（
Ｄ
）
諸

菩
薩
、
見
下
無
數
阿
僧
祇
人
、
得
二
聲
聞
道
一
、
無
數
人
、
種
二
辟
支
佛
道
因
縁

一
、
無
數
阿
僧
祇
人
、
發
二
無
上
道
心
一
、
無
數
阿
僧
祇
人
、
行
二
六
波
羅
蜜
道
一
、

得
二
諸
深
三
昧
、
陀
羅
尼
門
一
。
十
方
無
量
衆
生
、
得
二
無
生
法
忍
一
。
無
量
阿

僧
祇
衆
生
、
從
二
初
地
一
中
乃
至
十
地
住
、
無
量
阿
僧
祇
衆
生
、
得
二
一
生
補
處
一
、

無
量
阿
僧
祇
衆
生
、
得
レ
坐
二
道
場
一
。
聞
二
是
法
一
、
疾
成
中
佛
道
上
。
如
レ
是
等

不
可
思
議
相
、
是
名
二
密
轉
法
輪
相
一
。
譬
如
二
大
雨
、
大
樹
則
多
受
、
小
樹
則

少
受
一
。
以
レ
是
故
、
當
レ
知
、
初
轉
法
輪
亦
大
。
以
レ
後
喩
レ
前
無
レ
咎
。

（
大
正
二
五
・
五
一
七
ａ
～
ｂ
）

こ
れ
は
『
大
品
般
若
経
』「
無
作
実
相
品
四
十
三
」
の
注
釈
で
あ
る
。

な
お
、
先
の
『
玄
義
』
所
引
の
『
智
度
論
』
に
は
「
八
萬
諸
天
、
得
二
法
眼
淨
一
」

と
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
に
引
用
し
た
大
正
蔵
所
収
の
『
智
度
論
』
で
は
「
八
萬
諸

天
、
得
二
無
生
法
忍
一
」
と
あ
る
の
で
あ
り
、
五
比
丘
の
有
無
に
つ
い
て
も
両
者
の

記
述
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る（

（
（

。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
阿
含
時
の
経
で
あ
る
四
阿
含
に
つ
い
て
精
査
し
て
み
る
と
、

「
天
人
が
法
眼
浄
を
得
る
」
が
如
き
具
体
的
記
述
は
随
所
に
確
認
で
き
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
確
か
に
『
阿
含
経
』
に
説
か
れ
る
不
定
教
の
相
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
異

論
を
挟
む
余
地
は
無
い
。

し
か
し
秘
密
不
定
教
の
根
拠
と
な
る
「
菩
薩
が
無
生
法
忍
を
得
る
」
が
如
き
記
述

は
、
そ
れ
を
四
阿
含
に
求
め
て
も
、
そ
こ
に
「
無
生
法
忍
」
の
語
す
ら
一
つ
と
し
て

確
認
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
智
顗
は
『
智
度
論
』
に
そ
れ
を
求
め
た
の

で
あ
ろ
う
。『
智
度
論
』
は
、「
第
二
法
輪
（
般
若
会
座
）
は
も
と
よ
り
初
転
法
輪
も

大
乗
を
説
く
」
と
云
う
の
で
あ
り
、
第
二
法
輪
の
得
益
の
相
を
根
拠
と
し
て
波
線
部

（
Ｃ
）
の
「
現
」
な
る
初
転
法
輪
の
様
相
に
加
え
て
、
新
た
に
、
言
わ
ば
〝
智
度
論

教
学
〟
の
発
揮
と
も
云
う
べ
き
「
密
」
転
法
輪
と
い
う
形
で
の
、
波
線
部
（
Ｄ
）
の

如
き
、初
転
法
輪
に
お
け
る
不
可
思
議
の
不
定
教
の
相
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

智
顗
の
「
秘
密
不
定
教
」
創
唱
の
源
流
は
ま
さ
に
此
処
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
る（

（
（

。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
先
の
『
玄
義
』
の
所
説
は
、
い
ま
確
認
し
た
『
智
度
論
』
を
典

拠
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
関
係
上
、
菩
薩
の
得
益
に
限
定
し
て
秘
密
不
定
教
を
論

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
智
顗
の
阿
含
経
観
は
、
た
と
え
ば
『
玄
義
』
十
巻
教
相
の
南
三
を
難
ず

る
箇
所
に
、

又
阿
含
中
説
。
是
老
死
、
誰
老
死
。
二
皆
邪
見
。
無
二

是
老
死
一
、
即
法
空
。

無
二

誰
老
死
一
、
即
生
空
。
三
藏
經
中
、
自
説
二

二
空
一
。
二
空
豈
非
二

無
相
一
。

又
釋
論
云
。
三
藏
中
明
二
法
空
一
、
爲
二
大
空
一
。
摩
訶
衍
中
明
二
十
方
空
一
、
爲

二

大
空
一
。
即
以
二

法
空
一

爲
二

大
空
一
。
即
大
無
相
。
又
成
道
六
年
、
即
説
二

殃

掘
摩
羅
經
一
。
明
レ
空
最
切
。
此
非
二
無
相
一
、
誰
是
無
相
耶
云
云
。
又
大
論
云
。

從
二
得
道
夜
一
、
至
二
泥
洹
夜
一
。
常
説
二
般
若
一
。
般
若
即
空
慧
也
。　
　
　
　

（
大
正
三
三
・
八
〇
一
ｃ
）

と
、
二
箇
所
の
波
線
部
に
認
め
ら
れ
る
如
く
「
法
空
」
と
「
生
空
」、
つ
ま
り
大
乗

の
人
法
二
空
説
を
見
抜
い
て
い
る
の
で
あ
り（

（
（

、
ま
た
、『
智
度
論
』
を
根
拠
に
般
若

空
を
説
く
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
智
顗
が
五
時
八
教
判
を
組

織
す
る
関
係
上
、
相
待
妙
的
な
い
わ
ゆ
る
「
別
の
五
時
」
観
か
ら
、『
阿
含
経
』
を

小
乗
経
典
と
し
て
判
別
す
る
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
裏
で
は
い
わ
ゆ
る
「
通
の

五
時
」
観
で
諸
経
典
を
捉
え
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
と
、阿
含
時
の
秘
密
不
定
教
が
『
智
度
論
』

の
如
き
菩
薩
に
限
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
こ
に
『
智
度
論
』
よ
り
一
歩
を

進
め
る
智
顗
教
学
の
発
揮
点
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

四



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

二　

不
定
教
に
お
け
る
「
顕
露
」
と
「
秘
密
」
と
は
何
か

『
玄
義
』
一
巻
教
相
に
は
教
相
三
意
（
大
正
三
三
・
六
八
三
ｂ
～
六
八
四
ａ
）
が
説

か
れ
、
そ
の
な
か
に
於
い
て
顕
露
不
定
教
と
秘
密
不
定
教
も
論
じ
ら
れ
る
が
、「
根

性
融
不
融
」を
明
か
す
な
か
、今
経
の
妙
を
顕
す
段
に
、顕
密
両
不
定
教
と
は
別
に「
法

華
は
顕
露
で
あ
り
秘
密
で
は
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
を
読
解
し

て
ゆ
く
と
、
不
定
教
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
「
顕
露
」
及
び
「
秘
密
」
の
語
の
意

味
が
鮮
明
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
ま
全
文
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、

今
法
華
是
顯
露
非
二
祕
密
一
。
是
漸
頓
非
二
漸
漸
一
。
是
合
非
二
不
合
一
。
是
醍
醐

非
二

四
味
一
。
是
定
非
二

不
定
一
。
如
レ

此
分
別
、
此
經
與
衆
經
相
異
也
。
又
異

者
、
餘
教
當
機
益
物
、
不
レ
説
二
如
來
施
化
之
意
一
。
此
經
明
下
佛
設
レ
教
元
始
、

巧
爲
二
衆
生
一
、
作
中
頓
漸
不
定
顯
密
種
子
上
。
中
間
以
二
頓
漸
五
味
一
、
調
伏
長

養
、
而
成
二
熟
之
一
。
又
以
二
頓
漸
五
味
一
、
而
度
二
脱
之
一
。
並
脱
、
並
熟
、
並
種
、

番
番
不
レ
息
。
大
勢
威
猛
、
三
世
益
レ
物
。
具
如
二
信
解
品
中
説
一
。
與
二
餘
經
一

異
也
。
又
衆
經
咸
云
。
道
樹
師
實
智
始
滿
、
起
二
道
樹
一
始
施
二
權
智
一
。
今
經
、

明
下
師
之
權
實
、
在
二
道
樹
前
一
、
久
久
已
滿
上
。
諸
經
明
、
二
乘
弟
子
、
不
レ
得

レ

入
二

實
智
一
、
亦
不
レ

能
レ

施
二

權
智
一
。
今
經
明
、
弟
子
入
實
甚
久
、
亦
先
解

行
レ
權
。
又
衆
經
尚
、
不
レ
論
二
道
樹
之
前
、
師
之
與
レ
弟
、
近
近
權
實
一
。
況
復

遠
遠
。
今
經
、
明
二
道
樹
之
前
、
權
實
長
遠
一
。
補
處
數
二
世
界
一
、
不
レ
知
。
況

其
塵
數
。
經
云
。
昔
所
レ
未
二
曾
説
一
、
今
皆
當
レ
得
レ
聞
。
殷
勤
稱
讚
、
良
有
レ

以
也
。
當
レ
知
、
此
經
異
二
諸
教
一
也
。　
　
　
　
　

 （
大
正
三
三
・
六
八
四
ａ
）

と
あ
り
、
爾
前
の
経
に
は
明
か
さ
れ
な
い
（
説
か
れ
な
い
）
内
容
が
、『
法
華
経
』

で
は
悉
く
明
か
さ
れ
る
（
説
か
れ
る
）
こ
と
を
一
貫
し
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り

「（
イ
）顕
露
」
と
は
【
経
典
中
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
】
事
柄
を
指
し
、「
秘
密
」
と
は
【
経

典
中
に
文
字
と
し
て
確
認
で
き
な
い
】
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
不
定
教
の
顕
密

義
に
も
こ
の
こ
と
は
関
連
し
て
い
る
、
と
い
う
仮
説
の
も
と
、
以
下
論
を
進
め
た
い
。

こ
の
仮
説
は
、『
玄
義
』
巻
六
下
の
「
説
法
妙
」
に
お
い
て

今
總
、
論
下
如
來
對
二
四
縁
一
、
説
中
十
二
部
法
上
、
有
二
兩
種
四
教
不
同
一
。
一
者
、

就
二
隱
顯
一
共
論
二
四
教
一
。
隱
即
祕
密
教
、
顯
即
頓
漸
不
定
教
。
祕
密
既
隱
非
二

世
流
布
一
、
此
置
而
不
レ
論
。　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
三
・
七
五
四
ａ
～
ｂ
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
『
玄
義
』
十
巻
教
相
に
は
、

若
法
華
、
顯
露
邊
論
、
不
レ
見
レ
在
レ
前
。
祕
密
邊
論
、
理
無
二
障
礙
一
。

（
大
正
三
三
・
八
一
〇
ａ
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、『
法
華
文
句
』
に
も
、

若
頓
如
是
、
與
レ

圓
同
。
不
定
如
是
、
前
後
更
互
。
祕
密
者
隱
、
而
不
レ

傳
。

敷
二
八
教
網
一
、
亘
二
法
界
海
一
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
大
正
三
四
・
三
ｂ
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
妥
当
性
は
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
智
顗
は
注
目
す

べ
き
論
を
展
開
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

三　

傍
証
と
し
て
の
『
提
謂
波
利
経
』
を
め
ぐ
っ
て

―

秘
密
不
定
教
に
関
す
る
筆
者
の
見
解―

『
玄
義
』
十
巻
教
相
「
判
教
段
」
は
、「
若
し
声
聞
を
論
ぜ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
断
っ
た
上
で
次

の
如
く
云
う
。

若
論
二
聲
聞
一
、一
祕
密
合
。
二
顯
露
合
。
祕
密
合
者
、
初
爲
二
提
謂
一
、
説
二
五

戒
法
一
。（
Ｅ
）
已
有
下
密
悟
二
無
生
忍
一
者
上
。（
Ｆ
）
況
修
多
羅
方
等
般
若
、
豈
無
二

密
悟
一
。
此
則
不
レ
論
。
若
就
二
顯
露
一
、
未
入
位
聲
聞
、
亦
隨
レ
處
得
レ
合
。
例

如
二
般
若
、
三
百
比
丘
得
レ
記
者
一
是
也
。
若
住
果
聲
聞
、
決
至
二
法
華
一
、
敦
信

令
レ
合
。
若
住
果
不
レ
合
、
是
増
上
慢
。　
　
　
　
　
　

（
大
正
三
三
・
八
〇
九
ｂ
）

こ
こ
で
智
顗
が
引
用
し
て
い
る
『
提
謂
波
利
経
』（
以
下
『
提
謂
経
』）
は
、
既
に
散

逸
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
古
く
は
塚
本
善
隆
氏（

（（
（

に
よ
る
佚
文
の
蒐
集
作
業
に
始
ま

り
、
つ
い
に
近
年
、
牧
田
亮
諦
氏（

（（
（

に
よ
っ
て
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
初
転

五



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

法
輪
に
先
立
ち
、
三
帰
五
戒
の
受
持
を
説
く
な
か
で
「
在
家
の
商
人
が
無
生
法
忍
を

得
た
」
と
い
う
『
提
謂
経
』
の
記
述（

（（
（

は
智
顗
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

智
顗
当
時
『
提
謂
経
』
が
偽
経
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
塚
本
氏

が
指
摘（

（（
（

す
る
よ
う
に
、
智
顗
が
『
提
謂
経
』
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
も
確
か
な
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
経
の
摂
時
は
成
道
第
七
日
の
説（

（（
（

で
あ
り
、
乳
味
の
毒
発
不
定
を
説

く
際
の
経
證
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

こ
と
か
ら
、
天
台
教
判
に
お
い
て
は
華
厳
時
に
該
当
す

る
の
だ
が
、『
玄
義
』
に

如
三
日
初
出
、前
照
二
高
山
一
。厚
殖
二
善
根
一
、感
二
斯
頓
説
一
。頓
説
本
不
レ
爲
レ
小
。

小
雖
レ
在
レ
座
如
レ
聾
如
レ
唖
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
三
・
六
八
三
ｂ
）

と
あ
る（

（（
（

こ
と
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
華
厳
時
に
も
二
乗
は
存
在
す
る
、
と
智
顗

は
捉
え
て
い
る
の
で
あ
り（

（（
（

、
提
謂
等
が
無
生
法
忍
を
得
る
に
際
し
、
波
線
部
（
Ｅ
）

に
「
已
有
下
密
悟
二
無
生
忍
一
者
上
」
と
い
う
の
は
、
や
は
り
具
体
的
證
拠
に
は
欠
け

る
が
、そ
こ
に
二
乗
が
無
生
法
忍
を
得
る
こ
と
を
読
み
込
ん
だ（

（（
（

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、波
線
部
（
Ｆ
）
に
「
況
修
多
羅
（
※
阿
含
の
意
）
方
等
般
若
、豈
無
二
密
悟
一
」

と
あ
る
の
は
、「
し
か
ら
ば
な
お
さ
ら
『
阿
含
経
』
に
、
二
乗
が
無
生
法
忍
を
得
る
、

と
い
う
不
定
教
の
相
が
説
か
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
」
と
い
う
論
法
な

の
で
あ
る
。
因
み
に
『
玄
義
』
巻
五
下
の
「
位
妙
」
に
、

若
歴
二
三
藏
教
中
凡
夫
、
及
方
便
位
、
及
菩
薩
位
一
、
聞
二
三
藏
教
一
、
於
レ
中
即

能
密
見
二
中
道
一
、
即
是
、
乳
中
殺
レ
人
。
若
四
果
位
、
密
見
二
中
道
一
、
即
是
、

酪
中
殺
レ
人
。
顯
露
教
中
、
無
二
此
事
一
也
。　
　
　

 （
大
正
三
三
・
七
四
〇
ｂ
）

と
あ
る
の
も
、
上
来
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
顕
露
」
と
し
て
、
つ
ま
り
具
体
的
に
「
声

聞
が
四
果
の
位
に
お
い
て
中
道
を
見
る
」
が
如
き
〝
明
文
化
〟
さ
れ
た
経
證
が
『
阿

含
経
』
に
確
認
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、『
提
謂
経
』
の
説
や
『
涅
槃
経
』
の
五
味
毒
発
喩
な
ど
が
、

言
わ
ば
「
顕
露
」
の
不
定
教
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、『
阿
含
経
』
に
「
秘

密
」
の
不
定
教
を
読
み
取
る
た
め
の
有
力
な
傍
証
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
『
智
度
論
』
巻
六
十
五
の
説
が
、
智
顗
の
秘
密
不
定
教
創
唱
に
と
っ

て
、
決
定
的
な
示
唆
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
『
智
度
論
』
の

説
と
て
文
字
化
さ
れ
て
い
る
以
上
は
「
顕
露
」
不
定
教
と
し
て
智
顗
は
捉
え
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
し
て
、
そ
の
内
容
が
菩
薩
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
あ
く
ま
で

秘
密
不
定
教
を
創
唱
す
る
際
の
一
傍
証
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、『
阿
含
経
』
に

お
い
て
「
声
聞
が
無
生
法
忍
を
得
る
」
と
い
う
直
接
的
証
拠
と
な
る
記
述
で
は
な
い
。

よ
っ
て
〝
阿
含
時
に
お
い
て
声
聞
が
無
生
法
忍
を
得
る
〟
と
い
っ
た
不
定
教
の
相
は
、

「
秘
密
」
不
定
教
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
に
智
顗
の
「
秘
密
不
定
教
」
創
唱
の
真
意
は
、『
智
度
論
』
や
『
涅
槃
経
』、
そ

し
て
『
提
謂
経
』
と
い
っ
た
「
顕
露
」
に
阿
含
時
の
〝
声
聞
の
得
益
〟
に
関
す
る
不

定
教
を
示
唆
し
て
い
る
傍
証
を
根
拠
に
、
新
た
に
「
秘
密
」
の
不
定
教
を
見
抜
く
こ

と
で
、
従（
ロ
）
（

来
の
南
三
北
七
の
教
判
に
お
い
て
、
兎
角
劣
る
も
の
と
し
て
見
做
さ
れ
て

し
ま
う
『
阿
含
経
』
や
二
乗
に
対
し
、
大
乗
経
典
、
大
乗
菩
薩
と
の
同
価
値
性
を
見

出
そ
う
と
努
め
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　

二
乗
作
仏
と
「
秘
密
」

こ
こ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、「
秘
密
不
定
教
」
の
「
秘
密
」
の
語
に
は
、

（
１
）
如
来
の
側
の
「
三
輪
不
可
思
議
」

（
２
）
衆
生
の
側
の
「
互
相
不
知
」

（
３
）
点
線
部
（
イ
）
の
「
仮
説
」

と
い
う
複
数
の
意
味
が
存
す
る
と
一
応
指
摘
で
き
る
が
、
も
う
一
つ
重
要
な
意
味
が

「
秘
密
」
の
語
に
認
め
ら
れ
る
。

「
顕
」「
密
」
に
関
し
て
は
、
智
顗
と
同
時
代
の
吉
蔵
も
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。

以
下
は
こ
こ
に
注
目
し
、
両
者
の
経
典
観
を
通
し
て
、
上
述
の
点
線
部
（
ロ
）
に
示

し
た
筆
者
の
「
秘
密
不
定
教
」
に
関
す
る
見
解
の
妥
当
性
を
、「
秘
密
」
の
語
が
持

つ
も
う
一
つ
の
意
味
と
共
に
確
認
し
て
み
た
い
。

吉
蔵
の
経
典
観
に
つ
い
て
は
、『
中
国
法
華
思
想
の
研
究
』（
菅
野
博
史
著
）
所
収

六



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

「
吉
蔵
の
経
典
観
」（
三
四
九
～
三
五
五
頁
、
※
波
線
部
は
張
堂
が
付
す
）
に
、
結
論

的
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
菅
野
博
史
氏
の
御
指
摘
を
抜
粋
し
太
字
で
示
す
。

吉
蔵
は
、『
法
華
玄
論
』
巻
第
二
に
、

多
く
の
大
乗
経
は
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
か
え
っ
て
相
違
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。

諸
大
乗
経
顕
道
、
乃
当
無
異
。（
大
正
三
四
・
三
七
八
下
）

と
述
べ
、『
法
華
義
疏
』
巻
第
五
に
、

多
く
の
大
乗
経
は
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
別
な
も
の
は
な
い
。

諸
大
乗
経
顕
道
無
二
。（
同
前
・
五
一
八
下
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
多
く
の
大
乗
経
典
は
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

相
違
は
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
価
値
的
に
平
等
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
吉
蔵
の
経
典
観
の
基
本
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
と
思
う
。
…
…
（
中
略
）
…
…
そ
こ
に
、
す
べ
て
の
二
元
対
立
を
越
え
た

諸
法
の
無
差
別
平
等
・
不
二
を
観
る
無
所
得
を
、
自
己
の
根
本
的
立
場
と
す
る

吉
蔵
の
思
想
的
特
色
を
看
取
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
「
顕
道
無
異
」
が
大
乗
経
に
限
ら
れ
、
小

乗
経
典
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
の
疑
問
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）

…
…
諸
大
乗
経
典
は
声
聞
に
対
す
る
教
化
態
度
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
菩
薩
に

対
し
て
真
実
を
顕
わ
す
点
は
共
通
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
を
捉
え
て
「
顕
道
無

異
」
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
は
、

小
乗
は
こ
の
仲
間
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…

さ
て
、
吉
蔵
の
「
諸
大
乗
経
顕
道
無
異
」
の
思
想
は
、
経
典
を
価
値
的
に
序
列

づ
け
る
教
判
の
伝
統
と
は
異
質
で
あ
る
が
、
決
し
て
吉
蔵
の
独
占
で
は
な
く
、

浄
影
寺
慧
遠
に
そ
の
先
蹤
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
慧

遠
の
思
想
の
要
点
を
整
理
す
る
と
、経
典
に
は
各
経
典
に
よ
っ
て
相
違
す
る「
行

徳
」
と
、
個
々
の
経
典
の
根
底
に
あ
る
「
所
表
の
法
」（
各
経
典
の
言
葉
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
普
遍
的
な
真
理
）
が
あ
る
の
で
、
種
々
に
説
か
れ
る
行
徳
に

目
を
奪
わ
れ
て
、
大
乗
経
典
を
差
別
す
る
の
は
誤
り
で
、
各
大
乗
経
典
が
共
通

に
説
く
「
法
」
に
注
目
し
て
、
そ
の
平
等
性
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
行
徳
の
相
違
に
よ
っ
て
、
経
典
の
宗
趣
が
相
違
し
、
諸
部
の
差
別
が

成
立
す
る
と
さ
れ
る
。
以
上
の
慧
遠
の
思
想
を
吉
蔵
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、

慧
遠
の
言
う
普
遍
的
な
「
法
」
は
、
吉
蔵
の
言
う
「
道
」
と
同
じ
で
あ
り
、
行

徳
の
相
違
に
よ
る
宗
趣
の
相
違
は
、
吉
蔵
の
言
う
各
経
典
に
お
け
る
正
宗
の
相

違
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
慧
遠
に
も
、「
諸
大
乗
経
顕
道
無
異
」

と
い
う
吉
蔵
の
思
想
と
共
通
す
る
思
想
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
が
菅
野
氏
の
御
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
次
に
吉
蔵
に
お
け
る

顕
密
義
を
一
瞥
し
て
み
た
い
。

平
井
俊
栄
氏
（
同
氏
著
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
』
五
〇
一
～
五
〇
二
頁
、
※
波

線
部
は
張
堂
が
付
す
）
に
よ
れ
ば
、
吉
蔵
に
お
け
る
顕
密
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
と

い
う
。（
こ
れ
も
太
字
で
示
す
）

吉
蔵
の
二
種
教
法
の
範
疇
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
特
殊
な
用
例
に

「
顕
密
」
の
義
が
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
つ
ま
り
三
乗
教
を
顕
示
教
、
法

華
を
秘
密
法
と
い
っ
て
仏
法
の
二
種
を
大
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
を

単
に
大
乗
の
置
き
換
え
と
み
な
す
な
ら
ば
、
小
乗
が
顕
示
、
大
乗
が
秘
密
の
意

と
な
っ
て
声
聞
蔵
・
菩
薩
蔵
の
二
蔵
の
範
疇
に
摂
め
ら
れ
る
。
し
か
し
…
…（
中

略
）
…
…
吉
蔵
は
、
と
も
に
菩
薩
蔵
に
摂
せ
ら
れ
る
べ
き
般
若
経
と
法
華
経
の

優
劣
を
論
じ
て
、
顕
密
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
法
華
は
般
若
に
勝
る
と
述
べ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
顕
密
に
は
二
義
が
あ
る
こ
と
に
な
る
…
…
（
中
略
）
…
…
つ

ま
り
顕
密
に
は
大
乗
・
小
乗
の
別
と
、
義
の
浅
深
の
別
と
の
二
義
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
吉
蔵
の
『
法
華
遊
意
』
顕
密
門
に
は
、
興
味
深
い
記
述
も
確
認
で
き
る
。

第
四
料
二
簡
顯
密
一
。
問
。
小
乘
亦
是
説
二
密
一
乘
一
不
。
答
。
佛
説
二
小
乘
一
意
、

在
レ
悟
二
大
乘
一
。
故
説
二
小
乘
一
、亦
是
密
説
二
一
乘
一
也
。
問
。
小
乘
就
二
何
文
一
、

是
密
説
二
一
乘
一
耶
。
答
。
如
レ
云
下
三
乘
人
、
同
得
二
人
無
我
一
、
同
斷
二
煩
惱
一
、

七



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

同
入
中
無
餘
上
、
即
是
、
密
説
二
三
乘
一
、
同
歸
二
一
道
一
也
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
四
・
六
四
六
ｃ
）

つ
ま
り
吉
蔵
は
「
小
乗
も
密
か
に
一
乗
を
説
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
智
顗

の
教
説
に
も
近
い
も
の
で
注
目
さ
れ
る
が
、
や
は
り
吉
蔵
の
三
蔵
教
の
捉
え
方
は
、

た
と
え
ば
『
法
華
遊
意
』
に
、

大
品
等
教
、
正
明
二

大
乘
一
、
傍
及
二

小
乘
一
。
故
正
顯
二

眞
實
一
。
三
藏
之
教
、

正
明
二
小
乘
一
、
傍
及
二
佛
乘
一
。
故
不
三
正
顯
二
眞
實
一
。
又
大
品
教
、
具
足
顯
了
、

説
二
佛
乘
一
。
故
正
顯
二
眞
實
一
。
三
藏
之
教
、
雖
レ
明
二
佛
乘
一
、
猶
是
隱
覆
之
説
。

故
不
三
正
顯
二
眞
實
一
。　
（
大
正
三
四
・
六
四
五
ｂ
）

と
あ
る
如
く
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
吉
蔵
の
経
典
観
は
、
次
に
太
字
で
示
す
菅
野

氏
（
同
氏
著
『
中
国
法
華
思
想
の
研
究
』・
三
五
四
頁
の
脚
注
）
の
、

『
百
論
序
疏
』
に
「
一
切
経
亦
通
明
中
道
、通
明
正
観
、則
一
切
経
是
一
経
」（
大

正
四
二
・
二
三
二
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
稀
に
一
切
経
の
平
等
性
を
指
摘
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
体
に
お
い
て
大
乗
と
小
乗
と
を
区
別
す
る
、
い
わ
ゆ
る

二
蔵
判
（
一
切
経
を
声
聞
蔵
と
菩
薩
蔵
の
二
蔵
に
分
類
す
る
教
判
）
は
吉
蔵
の

著
作
の
随
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
範
囲
を
出
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
御
指
摘
に
尽
き
る
の
だ
ろ
う
。

ま
た
「
秘
密
」
に
関
し
て
、
浄
影
寺
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
巻
十
一
に
は
、

依
了
義
經
不
依
不
了
義
者
、
分
別
有
レ
二
。
一
、
就
二
大
小
相
對
一
分
別
。
或
小

乘
名
レ
了
、
大
乘
不
了
。
小
乘
麁
顯
故
、
名
爲
レ
了
、
大
乘
祕
密
故
、
名
二
不
了
一
。

或
大
乘
名
レ
了
、
小
乘
不
了
。
大
乘
顯
レ
實
、
名
レ
之
爲
レ
了
、
小
乘
覆
レ
實
、
名

爲
二
不
了
一
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
四
四
・
六
七
九
ｂ
）

と
あ
り
、「
大
乗
＝
秘
密
」
の
語
を
用
い
て
、
小
乗
と
の
優
劣
論
を
展
開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
智
度
論
』
巻
百
に
は
、

問
曰
。
更
有
下

何
法
甚
深
、
勝
二

般
若
一

者
上
、
而
以
二

般
若
一
、
囑
二

累
阿
難
一
、

而
餘
經
囑
二
累
菩
薩
一
。
答
曰
。
般
若
波
羅
蜜
、非
二
祕
密
法
一
。
而
法
華
等
諸
經
、

説
二
阿
羅
漢
受
決
作
佛
一
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
五
・
七
五
四
ｂ
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
秘
密
」
の
語
に
一
種
の
優
位
性
を
認
め
る
流
れ
が
、
既
に
こ
の

時
代
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
吉
蔵
の
顕
密
義
は
、
こ
れ
ら
を
踏
襲
し
た
も
の

と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
い
ま
の
『
智
度
論
』
の
「
秘
密
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
章

安
灌
頂
と
吉
蔵
の
両
者
が
同
一
基
盤
上
で
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、『
法
華

玄
義
』
十
巻
教
相
の
灌
頂
の
私
記
が
、
吉
蔵
の
『
法
華
玄
論（

（（
（

』
を
用
い
て
、

法
華
明
二
二
乘
作
佛
一
、
是
祕
密
。
般
若
不
レ
明
二
二
乘
作
佛
一
故
、
非
二
祕
密
一
。

祕
密
則
深
、
般
若
則
淺
。
何
者
、
般
若
明
二
菩
薩
是
佛
因
一
。
於
レ
義
易
レ
解
故
、

非
二
祕
密
一
。
二
乘
作
佛
與
二
昔
教
一
反
。
於
レ
義
難
レ
解
故
、
是
祕
密
。　
　
　

（
大
正
三
三
・
八
一
一
ｃ
）

と
、『
般
若
』と『
法
華
』の
比
較
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
解
る
よ
う
に
、

灌
頂
、
吉
蔵
の
両
者
は
、「
秘
密
」
の
語
が
〝
二
乗
作
仏
〟
を
意
味
す
る
、
と
理
解

し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
智
顗
も
『
智
度
論
』
の
同
所
に
は
着

目
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
説
に
も
用
い
る
の
だ
が
、
そ
の
論
じ
方

、、、





が、

異
な
る

、、、





の
で

あ
る
。
智
顗
は
、『
玄
義
』
十
巻
教
相
で
菩
提
流
支
の
半
満
の
義
を
難
じ
、
次
の
よ

う
に
い
う
。

次
難
二
流
支
半
滿
義
一
。
從
二
初
鹿
苑
三
藏
一
、
皆
明
二
半
義
一
。
從
二
般
若
一
已
去
、

訖
至
二

涅
槃
一

皆
明
レ

滿
者
、
此
不
レ

應
レ

然
。
從
二

得
道
夜
一
、
常
説
二

般
若
一
。

鹿
苑
已
來
、何
曾
不
レ
滿
。
如
三
提
謂
時
、無
量
天
人
得
二
無
生
忍
一
。
成
道
六
年
、

已
説
二
殃
掘
摩
羅
一
。
涅
槃
云
。
我
初
成
道
、
恒
沙
菩
薩
來
、
問
二
是
義
一
。
如
レ

汝
無
レ
異
。
當
レ
知
、
鹿
苑
不
レ
應
二
純
半
一
。
從
二
般
若
一
已
去
、
諸
經
皆
滿
者
、

釋
論
云
。
般
若
非
二
祕
密
教
一
、
以
付
二
阿
難
一
。
法
華
是
祕
密
教
、
付
二
諸
菩
薩

一
。
若
同
是
滿
教
、
何
得
二
一
祕
、
一
不
祕
一
。
又
若
皆
是
滿
、
應
二
同
會
一
レ
三
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
正
三
三
・
八
〇
四
ａ
～
ｂ
）

こ
こ
で
は
「
鹿
苑
（
阿
含
）
時
も
般
若
大
乗
を
説
い
て
い
る
」
と
断
言
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
先
に
確
認
し
た
智
顗
の
特
徴
的
な
経
典
観
な
の
で
あ
り
、
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
記
述
で
あ
る
。
そ
し
て
「
得
道
の
夜
よ
り
常
に
般
若
を
説
い
て
き
た
の
だ
か

八



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

ら
、
鹿
苑
（
阿
含
時
）
は
必
ず
し
も
小
乗
と
は
限
ら
な
い
」
ま
た
、「
鹿
苑
は
も
っ

ぱ
ら
小
乗
を
説
く
の
み
で
は
な
い
、
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
強
く
主
張
し
た

、、



4

4

4

4

上、

で、

、「
般
若
以
降
の
経
典
が
す
べ
て
大
乗
な
ら
ば
、
般
若
は
秘
密
教
で
な
い
か
ら
阿

難
に
付
属
し
、
法
華
は
秘
密
教
だ
か
ら
菩
薩
に
付
属
す
る
、
と
『
智
度
論
』
は
言
う

が
、
般
若
と
法
華
は
同
じ
く
大
乗
な
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
法
華
が
秘
密
で
、
般
若

が
秘
密
で
な
い
と
言
う
の
か
」
と
、い
わ
ゆ
る
「
通
の
五
時
」
的
視
点
で
智
顗
は
「
秘

密
」
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
更
に
「
又
若
皆
是
滿
、
應
二
同
會
一
レ
三
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
つ
ま
り
は
爾
前
、
特
に
鹿
苑
時
に
も
「
秘
密
」
と
い
う
語
が
意
味
す

る
〝
二
乗
作
仏
〟
が
あ
り
う
る
と
言
及
す
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、『
法
華
』
と
『
般
若
』

と
の
優
劣
論
（
あ
る
い
は
小
乗
と
大
乗
と
の
優
劣
論
）
に
「
秘
密
」
を
用
い
る
吉
蔵

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

お
わ
り
に

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
秘
密
不
定
教
」
の
淵
源
は
、『
智
度
論
』
巻
六
十
五
に

認
め
ら
れ
る
が
、
智
顗
が
『
智
度
論
』
所
説
の
【「
密
」
転
法
輪
】
を
【「
秘
密
」
不

定
教
】
へ
と
転
換
し
て
用
い
て
く
る
の
は
、「
秘
密
不
定
教
」
の
「
秘
密
」
の
語
の

意
味
が
、「
二
乗
作
仏
」
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、『
智
度
論
』
巻
百
の
「
秘
密
」

義
が
、
実
に
「
秘
密
不
定
教
」
の
「
秘
密
」
義
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
玄
義
』
が
阿
含
時
に
お
い
て
「
秘
密
（
不
定
）
教
」
に

言
及
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
如
来
三
輪
不
可
思
議
相
を
も
っ
て
「
秘
密
不
定
教
」
を
解
釈
す
る
伝
統

的
理
解
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
そ
れ
は
本
稿
の
冒
頭
で
確
認
し
た
如
く
、「
通

の
五
時
」
の
基
盤
に
如
来
の
口
密
に
代
表
さ
れ
る
一
音
説
法
の
存
在
が
あ
り
、
そ
れ

が
紛
れ
も
無
く
、

佛
以
二
一
音
一
演
二
説
法
一
、
衆
生
隨
レ
類
、
各
得
レ
解
。
此
亦
是
、
祕
密
教
之
相
。

若
時
、
衆
皆
不
レ
得
二
聞
見
一
、
即
是
、
祕
密
教
也
。

 （
大
正
三
八
・
五
六
二
ｂ
）

と
、「
秘
密
不
定
教
」
の
相
で
あ
る
こ
と
を
、
智
顗
親
撰
の
『
玄
疏
』
が
断
言
し
て

い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
関
口
真
大
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
一
切
の

経
典
に
優
劣
を
論
じ
な
い
思
想
の
導
入
な
の
で
あ
っ
て
、
も
し
も
『
阿
含
経
』
の
如

き
小
乗
経
典
が
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
一
音
説
法
の
思
想
に
は
適
わ
な
い

も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
同
じ
く
智
顗
親
撰
の
『
文
疏
』
が
、

　
　

得
道
夜
般
若
、
即
是
、
佛
從
レ
道
、
至
二
泥
洹
夜
一
、
常
説
二
般
若
一
。
此
教
、
若

　
　

在
二
三
藏
中
一
、
爲
二
利
人
一
説
、
即
祕
密
教
。
若
不
レ
在
二
三
藏
中
一
、
而
諸
菩
薩
、

　
　

別
聞
者
、
即
是
、
不
定
教
也
。(

卍
続
蔵
28
・
０
１
４
２
上)

と
、
三
蔵
教
に
般
若
が
説
か
れ
る
の
を
も
っ
て
「
秘
密
教
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
最

後
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
本
稿
に
提
示
し
た
筆
者
の
見
解
が
、
そ
の

妥
当
性
を
充
分
に
存
し
て
い
る
証
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
（1）
た
と
え
ば
福
田
堯
穎
著
『
天
台
学
概
論
』（
中
山
書
房
仏
書
林
）
一
一
九
～

一
二
二
頁
。

（2）
関
口
真
大
稿
「
天
台
止
観
の
成
立
と
そ
の
展
開
」（
宮
本
正
尊
編
『
佛
教
の
根

本
眞
理
』
所
収
）。

（3）
卍
続
蔵
27
・
四
六
九
右
下
～
左
下
。

（4）
秘
密
不
定
教
に
関
す
る
本
格
的
な
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
三
崎
良
周
著
『
台

密
の
研
究
』（
創
文
社　

昭
和
六
十
三
年
）
所
収
の
「
天
台
に
お
け
る
秘
密
義
」

が
お
そ
ら
く
唯
一
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
秘
密
不
定
教
の
秘
密
義
に
つ
い

て
、
智
顗
や
湛
然
の
祖
述
を
基
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
大
変
有
益
な
論
考

で
あ
る
が
、
筆
者
の
視
点
や
見
解
と
は
異
な
る
部
分
も
あ
る
。

（5）
天
台
教
判
と
南
三
北
七
の
教
判
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
多
田
孝
文
稿
「
天
台

の
教
判
に
扱
わ
れ
た
南
三
北
七―

『
法
華
玄
義
』
を
中
心
と
し
て―

」（『
大
正

大
学
研
究
紀
要
』
第
六
十
三
輯
所
収
）
参
照
。

九



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

（6）
関
口
真
大
稿
「
化
儀
四
教
論
」（『
天
台
学
報
』
第
十
号
所
収
、
関
口
真
大
編
著

『
天
台
教
学
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、昭
和
五
十
三
年
）
三
十
七
頁
～
に
再
録
）

に
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、注
意
さ
れ
る
べ
き
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
の
具
体
的
論
考
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

（7）
一
巻
教
相
に
お
け
る
『
智
度
論
』
同
箇
所
の
引
用
に
は
「
雖
五
人
證
果
不
妨
八

萬
諸
天
獲
無
生
忍
」（
大
正
三
三
・
六
八
三
ｃ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
証
真
『
法

華
玄
義
私
記
』
も
指
摘
（
佛
教
大
系
本
『
法
華
玄
義
』
五
巻
五
〇
六

頁
）
す
る
よ
う
に
、
一
巻
教
相
と
十
巻
教
相
と
で
は
『
智
度
論
』
の
テ
キ
ス
ト
が

異
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
初
転
法
輪
は
お
そ
ら
く『
雑
阿
含
経
』

（
大
正
二
・
一
〇
三
ｃ
～
一
〇
四
ａ
）や『
過
去
現
在
因
果
経
』（
大
正
三
・
六
四
四

ａ
～
六
四
四
ｃ
）
に
お
い
て
「
八
萬
天
人
及
び
五
比
丘
（
或
い
は
阿
若
憍
陳
如
）

が
法
眼
浄
を
得
る
（
取
意
）」
と
い
う
説
述
に
沿
う
も
の
が
望
ま
し
い
の
で
あ

ろ
う
か
ら
、
十
巻
教
相
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
智
度
論
』
の
内
容
の
方
が
、
初

転
法
輪
の
様
子
を
忠
実
に
伝
え
て
い
よ
う
。

（8）
こ
の
こ
と
は
慧
澄
『
法
華
玄
義
釈
籤
講
義
』
及
び
、
安
藤
俊
雄
著
『
天
台
学―

根
本
思
想
と
そ
の
展
開―

』
も
指
摘
し
て
い
る
。
安
藤
博
士
は
『
智
度
論
』
当

該
箇
所
を
巻
六
十
三
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
巻
六
十
五
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

（9）
ち
な
み
に
こ
の
こ
と
は
天
台
の
親
撰
書
で
あ
る
『
三
観
義
』（
卍
続
蔵

九
十
九
・
新
文
豊
版
、
〇
〇
七
七
下
）
に
、
二
明
觀
門
不
同
者
、
即
是
析
體
二

種
觀
門
也
。
如
聲
聞
經
所
明
、析
假
入
生
法
二
空
者
。
此
如
空
實
手
之
拳
指
也
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。

（10）
塚
本
善
隆
著
『
支
那
佛
教
史
研
究
・
北
魏
篇
』（
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
十
七
年
・

二
九
五
頁
～
）

（11）
牧
田
亮
諦
著
『
疑
經
研
究
』（
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
・
一
四
八
頁
～
）

（12）
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

五
百
價
人
將
受
五
戒
。
先
懺
悔
彼
五
逆
十
惡
謗
法
等
罪
。
得
四
大
本
淨
・
五
陰

本
淨
・
六
塵
本
淨
・
吾
我
本
淨
。
時
提
謂
等
。
得
不
起
法
忍
。
三
百
價
人
。
得

柔
順
忍
。
二
百
價
人
。
得
須
阿(

マ
マ)

洹
果
。
四
天
王
等
。
得
柔
順
忍
。
三

百
龍
王
。
得
信
忍
。
自
餘
天
等
。
發
無
上
道
意
。
十
億
天
人
。
皆
行
菩
薩
十
善
。

（
塚
本
前
掲
書
、
三
一
四
頁
・
提
謂
経
佚
文
13
）

（13）
塚
本
前
掲
書
、
三
二
三
～
三
二
四
頁

（14）
塚
本
前
掲
書
、
三
一
九
頁
に
、
従
来
成
道
二
七
日
と
い
わ
れ
る
『
提
謂
経
』
の

説
時
（『
台
宗
二
百
題
』
の
「
提
謂
摂
教
」
参
照
）
が
、
実
は
成
道
第
七
日
の

説
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

（15）
若
如
提
謂
波
利
。
但
聞
五
戒
不
起
法
忍
。
三
百
人
得
信
忍
。
四
天
王
得
柔
順
忍
。

皆
服
長
樂
之
藥
。
佩
長
生
之
符
。
住
於
戒
中
見
諸
佛
母
。
即
是
乳
中
殺
人
也（
大

正
三
三
・
八
〇
六
ｂ
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
傍
線
部
に
つ
い
て
、
佛
教
大
系
本

の
訓
読
は
「
法
忍
を
起
こ
さ
ず
」
と
な
っ
て
お
り
、『
国
訳
一
切
経
』
や
『
国

訳
大
蔵
経
』、
レ
グ
ル
ス
文
庫
『
法
華
玄
義
』
も
そ
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
る
。

（16）
『
玄
義
』
に
は
同
様
の
説
が
数
カ
所
散
見
さ
れ
る
。

（17）
『
台
宗
二
百
題
』「
華
厳
二
乗
」
の
論
義
参
照

（18）
慧
澄
『
法
華
玄
義
釈
籤
講
義
』
に
も
「
已
有
密
悟
無
生
忍
者
」
を
解
釈
し
て
、「
二

乗
の
入
實
に
約
し
て
秘
密
と
爲
す
、
蓋
し
義
推
の
言
な
る
の
み
」
と
述
べ
て
い

る
。（
佛
教
大
系
本
『
法
華
玄
義
』
巻
五
、五
七
四
頁
）

（19）
『
法
華
玄
論
』
の
当
該
箇
所
は
次
の
通
り
。

「
第
二
文
明
法
華
是
祕
密
法
明
二
乘
作
佛
。
波
若
非
祕
密
法
不
明
二
乘
作
佛
。

故
波
若
淺
而
法
華
深
者
。
諸
講
論
師
雖
誦
此
言
多
不
體
其
意
旨
。
故
異
釋
紛
然
。

或
讚
楊
波
若
抑
破
法
華
。
或
懸
信
師
説
不
詳
文
意
。
今
斷
如
是
種
種
異
説
以
龍

樹
論
文
爲
正
。
論
云
波
若
非
祕
密
法
不
明
二
乘
受
記
作
佛
故
也
。
而
法
華
是
祕

密
法
明
阿
羅
漢
受
記
作
佛
故
也
。
正
據
二
乘
作
佛
不
作
佛
故
辨
祕
密
非
祕
密

也
。
問
。
波
若
不
明
二
乘
作
佛
。
何
故
是
顯
示
教
。
法
華
明
二
乘
作
佛
。
何
故

是
祕
密
教
耶
。
答
。
前
已
釋
竟
。
今
當
廣
述
。
波
若
但
明
菩
薩
是
佛
因
故
作
佛
。

二
乘
非
佛
因
故
不
作
佛
。
此
義
於
昔
易
解
故
名
顯
示
。
法
華
經
明
二
乘
作
佛
與

昔
教
相
違
。
於
昔
難
解
故
名
祕
密
。
論
主
云
如
用
藥
爲
藥
其
事
即
易
。
用
毒
爲

一
〇



「
秘
密
不
定
教
」
再
考

藥
其
事
即
難
。
波
若
明
菩
薩
作
佛
如
用
藥
爲
藥
。
不
明
二
乘
作
佛
如
不
用
毒
爲

藥
。
法
華
經
明
二
乘
作
佛
如
用
毒
爲
藥
。
其
義
即
難
解
所
以
爲
祕
也
」　
（
大
正

三
四
・
三
八
五
ａ
～
ｂ
）

一
一



張
堂
興
昭
（
興
志
）
氏　

学
位
請
求
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
天
台
大
師
教
学
の
基
礎
的
研
究　

―

教
相
論
を
中
心
と
し
て―

」

本
論
文
は
、
第
一
篇
、
第
二
篇
、
第
三
篇
お
よ
び
付
篇
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
篇
は
「
天
台
大
師
の
教
相
論
に
関
す
る
学
説
の
再
検
討
」
と
題
し
、

第
一
章　
「
通
別
五
時
」
攻

第
二
章　

天
台
大
師
の
大
小
乗
観
に
関
す
る
見
解
を
め
ぐ
っ
て

第
三
章　

秘
密
不
定
教
の
再
考
察

よ
り
構
成
し
て
い
る
。
第
一
章
に
お
い
て
は
、
天
台
大
師
の
教
相
論
と
は
い
わ
ゆ
る

「
五
時
八
教
」
の
語
に
代
表
さ
れ
る
教
判
論
が
そ
の
骨
子
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

意
外
に
も
こ
の
教
判
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
根
底
に
存
在
す
る
意
図
と
い
う
も
の
が

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
る
。
ま
た
、
通
別
五
時
を
め
ぐ
る
一
部
の
研
究
者
の
見

解
に
は
、
天
台
三
大
部
に
見
ら
れ
る
吉
蔵
疏
の
援
用
を
殊
更
強
調
し
、
著
し
く
天
台

大
師
教
学
を
貶
め
ん
と
す
る
目
論
見
を
も
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

論
駁
し
、
天
台
教
相
論
の
正
当
性
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
第
一

章
に
見
た
天
台
大
師
教
相
論
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
こ
ろ
の
天
台
大
師
の
大
小
乗
観

の
把
捉
に
つ
い
て
、
伝
統
的
天
台
学
を
踏
ま
え
、
そ
こ
に
見
え
る
問
題
点
に
言
及
し
、

伝
統
的
教
学
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
見
解
を
提
出
し
た
。
第
三
章
は
、
天
台
大
師
の
教

相
論
の
う
ち
、
特
筆
さ
れ
る
も
の
に
秘
密
不
定
教
の
創
唱
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
お
そ

ら
く
智
顗
の
秘
密
不
定
教
創
唱
の
真
意
は
、
こ
ん
に
ち
ま
で
皮
相
的
に
語
ら
れ
る
伝

統
的
理
解
の
陰
で
、
正
し
く
伝
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

智
顗
が
伝
え
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
創
唱
の
真
意
を
、新
解
釈
の
提
出
と
共
に
論
じ
た
。

第
二
篇
と
併
せ
て
本
論
文
の
中
心
的
考
察
の
一
つ
で
あ
る
。

第
二
篇
は
「
天
台
三
大
部
の
文
献
上
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
、

第
一
章　

天
台
智
顗
と
章
安
灌
頂
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
序
説

第
二
章　

被
接
説
研
究
序
説

第
三
章　

被
接
に
関
す
る
術
語
に
つ
い
て

第
四
章　

蔵
教
の
扱
い
を
め
ぐ
る
二
、三
の
問
題

第
五
章　

被
接
説
と
章
安
灌
頂

よ
り
構
成
さ
れ
る
が
、
第
二
篇
を
一
貫
す
る
課
題
は
、
天
台
教
学
の
根
幹
を
示
す
天

台
三
大
部
に
つ
い
て
、
近
年
、
文
献
学
的
視
点
か
ら
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
問
題
の
一
つ
に
、
あ
く
ま
で
講
説
を
行
な
っ
た

の
み
で
あ
る
天
台
大
師
の
思
想
と
、
そ
れ
を
筆
録
修
治
し
三
大
部
と
し
て
世
に
出
し

た
第
二
祖
章
安
灌
頂
と
の
思
想
と
が
、
三
大
部
中
に
綯
い
交
ぜ
と
な
っ
て
い
る
問
題

が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
智
顗
親
撰
書
と
灌
頂
親
撰
書
の
主
に
被

接
説
を
中
心
と
し
た
所
説
か
ら
三
大
部
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
従
来
、
智
顗
の

教
学
と
し
て
見
做
さ
れ
る
被
接
説
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
整
理
し
、
被
接
説
の

案
出
者
に
つ
い
て
の
私
見
を
提
出
し
た
。
ま
た
、
両
者
の
大
小
乗
に
関
す
る
思
想
的

差
異
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
三
大
部
の
文
献
学
的
研
究
に
、
新
た
な
光
を
当
て
た
。

　

第
三
篇
「
天
台
大
師
の
人
間
観
と
教
学
」
は
、

第
一
章　

声
聞
と
本
迹
思
想

第
二
章　

普
現
色
身
三
昧
と
智
顗
の
実
相
観

で
構
成
し
て
い
る
。
従
来
、
天
台
大
師
教
学
に
お
い
て
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
の
一
つ
に
、
本
迹
思
想
に
基
づ
く
行
人
や
諸
経
論
の
把
捉
が
あ
る
。
例
を

出
す
な
ら
ば
、
当
時
の
中
国
仏
教
界
に
お
け
る
教
判
思
想
の
確
立
過
程
で
、
兎
角
排

斥
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
小
乗
仏
教
の
範
疇
に
属
す
る
声
聞
を
、
智
顗
は
法
身
菩
薩

の
垂
迹
と
捉
え
、阿
毘
曇
論
な
ど
の
論
疏
に
関
し
て
も
仏
説
と
同
等
の
、と
き
に
「
衆

生
を
利
益
す
る
」
文
献
と
し
て
、
積
極
的
に
把
捉
す
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
如
上
の
思
想
は
『
無
量
義
経
』
の
「
無
量
義
と
は
一
法
よ
り
生
ず
、
一
法
と
は

実
相
な
り
」
と
い
う
一
文
に
そ
の
源
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
智

顗
に
お
け
る
実
相
観
を
本
迹
思
想
の
視
点
よ
り
考
察
し
つ
つ
、
南
岳
慧
思
な
ど
に
も

認
め
ら
れ
る
そ
の
萌
芽
的
思
想
と
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
天
台
大
師
教
学

に
対
す
る
筆
者
の
見
解
を
本
論
文
用
に
新
た
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

付
篇
は
「
天
台
大
師
の
大
小
乗
観
に
関
す
る
英
文
試
訳
」
で
あ
り
、
天
台
教
学
を
英



語
で
表
現
す
る
こ
と
の
一
端
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。




